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こ
こ
は
甑
回
の
中
禅
寺
。
県
内
最
古
の
木
造

建
築
で
、
固
め
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
「
薬
師
掌
」
の
、
屋
根
の
葺
き
替
え
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
薬
師
堂
の
屋
根
は
、

創
建
当
時
の
古
さ
と
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
「
か

や
葺
き
」
で
す
。
葺
き
替
え
の
仕
事
に
励
む
内

田
さ
ん
は
、
約
二
十
六
年
問
、
寺
院
や
個
人
の

家
を
中
心
に
か
や
葺
き
を
や
っ
て
い
ま
す
。「
今

は
一
年
に
三
、
四
軒
の
仕
事
し
か
な
い
か
ら
、
だ

ん
だ
ん
や
る
人
が
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
:・
」

と
語
る
内
田
さ
ん
。
以
前
は
五
十
1
六
十
人
の

職
人
が
い
た
そ
う
で
す
。

今
は
材
料
の
「
か
や
」
自
体
が
少
な
く
、
注

文
が
あ
っ
て
も
、
ま
ず
材
料
か
ら
集
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。「
か
や
」
は
樹
氏
、
い
所
の
も
の
が

じ
よ
う
よ
で
、
軽
井
沢
産
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

内
田
さ
ん
は
「
か
や
茸
き
屋
根
は
、
夏
涼
し
く

て
冬
暖
か
い
。
昔
の
人
の
知
恵
で
す
な
ア
」
と
。

そ
し
て
「
職
人
と
い
え
ど
も
、
仕
事
中
に
よ
く

屋
恨
か
ら
落
ち
ま
し
た
わ
」
と
照
れ
く
さ
そ
う

に
話
す
内
田
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
別
の
仕
事
の

合
問
、
か
や
葺
き
は
続
け
る
と
の
こ
と
で
す
。

素朴な温かみ

屋根に表わす

⑩ 

かや葺き

-内田松太郎さん(60歳・手塚)

伝統を守る
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や
ト
ン
ネ
ル
は
幅
約
川
メ
ー
ト
ル
、
吉
岡
8
約
川
メ
ー
ト
ル

上
小
地

H
で
初
め
て
の
新
幹
線
の
本
栴
清
工

と
な
る
北
陸
新
幹
線

・
五
里
ケ
諜
ト
ン
ネ
ル
の

上
回
江
区
(
約
一
ニ
J
)
の
建
設
工
事
が
八
月
二
十

四
日
、
上
塩
院
の
問
ト
ン
ネ
ル
坑
口
現
場
で
始

ま
り
ま
し
た
ま
た
、
同
二
十
七
日
に
は
丸
子

町
の
八
呪
原
ト
ン
ネ
ル
、
九
月
三
日
に
同
町
丸

子
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
が
引
き
続
き
府
手
さ
れ
ま

し
た
。

五
里
ケ
峯
ト
ン
ネ
ル
は
、
軽
井
沢
|
長
野
間

で
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
二
五

・
二
J
)

で
、
上

出
比
か
ら
坂
城
町
を
経
て
、
更
埴
市
森
地
区
に

通
じ
ま
す
。
同
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
上
回
、
更

埴
市
の
両
万
の
出
入
口
か
ら
だ
け
で
な
く
、
戸

丘
、
根
城
町
の
こ
か
所
か
ら
も
作
業
坑
を
揃
削

し
、
本
坑
に
到
達
し
ま
す
。
す
で
に
、
戸
合
工

区
は
今
年
二
月
精
工
、
七
月
末
に
作
業
坑
工
事

が
終
わ
リ
、
現
京
本
坑
エ
ギ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

工
期
は
平
成
八
年
三
月
ま
で
。

エ
ギ
を
前
に
、
午
前
十
一
時
か
ら
の
安
全
祈

願
祭
に
は
、
永
野
市
長
を
始
め
、
鉄
建
公
団
北

陸
新
幹
総
建
設
局
長
、
地
権
者
、
工
事
関
係
者

ら
が
出
席
、
く
わ
入
れ
の
儀
式
な
ど
を
行
い

、

工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

長
野
|
蛙
井
沢
聞
に
つ
い
て
は
、
昨
年
八
月

の
工
事
認
可
以
来
、
冬
季
五
輪
開
催
前
年
の
平

成
九
年
秋
の
開
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
市
内

で
は
、
全
地
区
の
中
心
測
設
を
今
年
三
月
ま
で

に
終
え
、
現
布
設
計
協
議
、
幅
く
い
打
ち
を
進

め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
鉄
建
公
団
、
県
と
の
万
全
の
協
力

体
制
の
も
と
、
一
日
も
早
い
新
幹
線
の
実
現
に

向
け
、
精
力
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(2] 広報うえだ4.9.16 

ご
み
へ
の
意
識
ま
だ
薄
い

市
で
は

n

ご
み
を
減
ら
そ
う
。
と

盛
ん
に
呼
び
か
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
た
り
、
そ

れ
は
そ
れ
で
と
て
も
よ
い
こ
と
だ
と

思
う
の
で
す
が
、
わ
た
し
の
住
む
と

こ
ろ
で
は
、
ま
だ
ま
だ
意
識
が
う
す

い
と
い
う
感
じ
で
す
。

収
集
率
が
行
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と

に
平
気
で
ご
み
を
出
す
入
。
(
そ
れ
は

何
日
か
そ
こ
に
残
っ
て
い
ま
す
)
燃

え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、
分
け

て
な
い
人
な
ど
、
な
ど
。

わ
た
し
は
、
他
の
市
に
も
住
ん
だ

続
験
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
、

生
ご
み
で
も
水
気
を
切
っ
て
な
い
重

い
も
の
は
、
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
え

な
い
と
か
、
燃
え
る
ご
み
は
必
ず
紙

袋
か
段
ボ
ー
ル
、
そ
れ
以
外
は
持
っ

て
い
か
な
い
と
か
、
か
な
り
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
敵
し
か
っ
た
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ご
み
置
き
場
の
掃
除

も
近
所
交
替
で
行
い
ま
し
た
。
上
田

市
も
、
も
う
少
し
厳
し
く
て
も
い
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
少
し
で
も
ご

み
が
減
る
よ
う
に
。

そ
れ
か
ら
、
肉
な
ど
の
ト
レ
イ
で

す
が
、
ど
こ
の
ス
ー
パ

ー
で
も
回
収



@ 
上聞 rli と d、~!'"llIi、坂城町ですjvt.成する上回地域

広域行政ギ務純子干では、今年む「ふるさとのl床

発見パスツアーJ を計闘しました。ふるってご

参加くださ L、。これは、上小地主主のふるさと市

町村倒振興志望I~ii事業の一環として、地域の食文

化の振興やふるさとのI味を理解してもらおうと

金聞した Lのです"定日lま各40人です。

bとき ①10月2日倒午前8時30分市役所前

出発 ②10月9日樹午前81時50分上回創造館出

発③10月13日(刈午前8時40分限付環境改善セ

ンター出発 [>参加費 2、000円(丑食代含む)

b申 し込み はがきに「参加目、パス釆車場所、

住所、氏名、年齢」を記入し、 9月25日樹まで

に上田地主主広域行政事務組合事務局(〒386-11
上田市大字上回原1640土，悶創造館内 ・8⑫2130) 
まで。

8月市の動ざ

めぐ守りツアーいかが

圃置冨..  董霊宝望聖司

隠
れ
た
古
寺
を
訪
ね
て

塩
田
平
札
所
巡
り

(
仮
題
)

③月~7日⑤
午後4 時30分~ 5 時

SBC(信越放送)で放映

し
て
く
札
る
の
が
当
た
り
前
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。
牛
乳
パ
ッ
ク
を
回

収
し
て
く
孔
る
と
こ
ろ
は
、
だ
い
ぶ

増
え
た
よ
う
で
す
が
:・
。

(匿
名
)

• 
「
あ
な
た

・
わ
た
し
の
声
」
へ
の
投

稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
=
一
宵
字
以

内

(
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
も
付
記
。
匿
名
も
可
)
に

ま
と
め
て
、

干
郷
市
内
大
手
一

l

一一
l
l

二
ハ

上
田
市
役
所
秘
書
課

広
報
担
当
(
包
⑫
4
1
0
0
内
線
1

1
1
2
)
 

|市民と市長の日|

官。月3日②

午前9時~正午

市長室
(市役所3階)

広報うえだ4.9.16 

1日 市民と市長の目 上回わっしょい

2日 上岡市社会福祉大会(市民会館)=写真 =

消防ポンフ E
持法長野県

大会(佐久

市、小型ポ

ンプキの部

で第8分間

が準優勝)

4日 親イ・ふ

れあい天体教室(上回創造館、-5日)

5日 別所線電車存続期成同盟会総会(相染問)

6日 千i出川改修期成同盟会陳情(控設省)

7日 夏休み親子ふれあい見学会(12日も)

8日 上回の花火大会(下曲川I) 

11日 第四中学校第二校令竣工式

23日 まちづくりシンポジウム(i創刊国際音楽

村) 健康づくり市民のつどL、(市民会館)

=写真=

24日 北陀新

幹線五里ケ

準トンネ 11.-

起工式=関 』

連記事 2ぺ『

ージ= 鎌 l

台市から研

修教民受け

入札(-26日)

26日 明るい選挙推進県大会(市民会館)

27日 上回広域消防救助演習訓練(丸子肝)

30日 上回 ・小県このすばらしいふるさとめぐ

1)( 9月3臼、 6日も)

…
労
働
保
隙
に
加
入
し

T
Vま
守
か
。

…

問
問
闘
闘
闘
醐
嗣
悩
隠
嗣
蹴
回
闘
幽

…

労
働
保
険
は
、
雇
用
保
険
と
労
災
保
険
の

総
称
で
す
。
従
業
員
(
パ

l
ト
含
む
}
を
一
人

以
よ
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
の
制
度
で
す
。

-
上
回
公
共
脚
職
業
安
定
所
、
上
回
労
働
基
準
監
醤
警



お知らせア・弓・かしト

県景観条例!こよる大規模行為

11f/laヵ、ら
届け出が必要に

回
「

J
川

4

.

長
野
県
景
観
条
例
は
、
最

「い
川
」
観
形
成
に
閲
す
る
県
や
市
町

村
、
出
町
民
お
よ
び
事
業
者
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
景
観
形

成
に
必
.
裂
な
施
策
に
関
す
る
事
項
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ

っ

て
、
地
械
の
特
牲
を
生
か
し
た
按
観

形
成
を
図
リ
、
美
し
い
県
土
づ
く
り

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

長
野
県
景
観
条
例
っ
て
?

都市計画課(内線1523)、上小地方事務所建築課 (fi@1260)

圏

届
け
出
は
ど
う
し
て
必
要
?

「U
M}

景
観
へ
の
配
慮
が
ふ
じ
ゅ

「
い
は
う
ょ
ん
な
開
発
や
建
築
行
為
、

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
が
進
め
ば
、

し
だ
い
に
緑
豊
か
な
自
然
や
、
歴
史

的

・
文
化
的
な
資
産
な
ど
を
失
っ
た

り、

mwA
観
の
混
乱
を
招
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
特
に
断
縦

M
U雨
対
桜
川
関

所
以
州
は
、
景
観
へ
の
か
か
わ
り
が
深

い
の
で
、
保
全
す
べ
き
景
観
と
の
調

和
を
図
り
良
好
な
景
観
を
創
造
し
て

い
く
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

す総業「で寸 広 三司

、者 |会IIQ"I
こ的のL:t:;ニJ L二二J

ilに皆囲 」こ
を取さで景 田
上りんあ観 市
田組とる形 で
市む行た成 の
全必政めは 取
体要と 、対 り
で がが市象 組
取あ協民が み
1) り力や広 は
組まし事範 ?

合場

T
Tたつ従ιロ勧

(勧告に従わない場合)

(指導に従った場合)

(指導に従わない場合)

(指導不要)

-届け出手続きの流れ

指導
(届け出30日以内)

(指導が必要)

広報うえだ4.9.16 [4] 

善
意
を
あ
り
が
と
っ
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
菊
池
時
枝
様

(東
京
)
介
護
ベ

ッ

ド
一
台
、
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
一
行

報
恩
寮
へ

マ
国
際
大
サ
ー
カ
ス
様

十
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
側
カ
ネ
コ
・
コ
ー
ポ
レ

l
シ
ョ
ン

様

十
万
円
社
会
福
祉
基
金
桜
立

金
と
し
て

マ
拙
上
田
小
県
歯
科
医
師
会

歯
ブ

ラ
シ
八
百
本
良
い
歯
ブ
ラ
シ
の
見

本
を
市
民
に

マ
信
越
通
信
建
設
側
上
回
支
庖
一
同

椋

十

万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

金
と
し
て

マ
匿
名

三
万
円
社
会
福
祉
基
金

積
立
金
と
し
て

マ
田
中
正
人
様

(
上
常
国
)
全
自
動

一
体
型
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
一
台
東

小
学
校
へ

マ
上
田
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
実

行
委
員
会
梯

特
殊
寝
台
(
マ

ッ
ト
・

レ
ー
ル
テ
ー
ブ
ル

・
パ
ネ
ル
)
八
台

高
齢
者
在
宅
福
祉
事
業
と
し
て

マ
長
野
県
経
済
連
様

白
菜
三
十
ケ

ー
ス
、
レ
タ
ス
二
十
ケ
l
ス
、
え
の

き
だ
け
五
ケ

i
ス
、
し
め
じ
五
、
ケ
|

報
思
寮
に

(7
月
1
日
1
8
月
凶
日
受
付
分
)

ス



-届け出が必要な地域上田市全域

・届け出が必要とする行為(大規模行為に関するもの)

11" 為 σ〉 稜 類 属け出を委する行為の規模

新築 ・増築 高さ 13mまたは建築面積

建築物
改築 ・移転 1，000m'を超えるもの

建 外観変更 変更にかかわる面積
400m'を越えるもの

煙突

築 鉄本主 ・木柱類
高さ 13mを超えるもの

高架水纏類
遊厳縄設類

物 電気供給など施設 著書築 ・増築 局さ20mそ超えるもの

工作物 広告塔 ・広告板類 改築 ・移転 高さ 13mまたは表示面積

外観変更 25m'を越えるもの

な プラント類

ど
自動寧箪康

高dl3mまたは築造面積
鈎料など貯蔵施設
石油など貯蔵施設

1，0∞耐を超えるもの

処理施設類

土地の形貨の変更 面積3，000m'を超えるも
のまたは生じる法函 ・Ili

土石類の採取
袋の高さ 3mかつ長さ30
mを超えるもの

屋外における物品の集積または貯蔵
高さ 3mまたは集積 ・貯
蔵面積1，000m・を超える
もσ〉

屋外における広告物の表示または掲出
表示面積25m'を超えるも
の

お知らせア・弓・カルト

-ーよ-ーニ置恒 三正巳唱軍司圃圃・・F田ー、---司帽圃晶...Q

現在{立大~なボリタンクにお湯カぐためられてい る

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
優
れ
た
最

観
を
創
造
し
、
住
み
や
す
い
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
こ
、
っ
と

し
て
い
ま
す
。

日
団

寸

J
」
長
野
県
景
観
条
例
に
よ
る

一da-
-
大
規
模
行
為
の
届
け
出
は
、

十
一
月
一
臼
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ

れ
は
十
二
月
二
日
以
降
に
着
手
さ
れ

る
行
為
が
対
象
で
す
(
若
手
の
三
十

日
前
)。

な
お
届
け
出
は
、
大
規
模
行

為
を
行
う
場
所
の
市
町
村
へ
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
上

回
市
で
は
都
市
計
画
課
(
市
役
所
本

庁
合
二
階
)
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

届
け
出
は
い
つ
か
ら
?

日
皿
泉
が
出
た
l

、
も

J

B

i
農
業
の
活
性
化
に
利
用
を
j

民
業
利
用
を
目
的
に
、
上
憲
民
ね
ら
い
。
昭
和
六
十
三
年
度
に
農

地
区
で
温
泉
の
掘
削
が
行
わ
れ
て
業
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、
冬
の

い
ま
し
た
が
、
六
月
二
十
日
、

無
期
間
の
温
隼
栽
培
に
地
熱
を
利
用

事
に
お
湯
が
わ
き
出
ま
し
た
@

す
る
こ
と
を
計
画
。
調
査
の
結
果
、

ニ
の
事
業
は
、

「
地
熱
開
発
利
用
上
室
賀
地
区
の
温
泉
の
存
杭
が
確

卒
業
協
泉
州
削
工
事
」
と
し
て
行
認
さ
れ
、
今
年
一
月
二
十
二
日
に

わ
れ
た
も
の
で
す
。
温
泉
熱
利
用
掘
削
事
業
の
開
孔
式
を
行
い
、
今

に
よ
る
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
の
民
業
聞
の
成
功
に
至
け
ま
し
た
。

経
営
を
椛
丘
さ
せ
、
地
域
の
農
業
県
薬
剤
師
会
の
般
査
に
よ
る
と
、

振
興
と
活
性
化
に
役
立
て
る
の
が
こ
の
温
泉
は
温
度
が
五

0
・
二
度
、

つ
ノ

千
曲
町
団
地
が
ほ
ぼ
完
成

入
居
は
叩
月
A
l
白
か
ら

こ
の
ほ
ど
、
千
曲
町
団
地
(第
一
雄

住
宅
)
の
平
成
四
年
度
新
築
分

(
二

棟

・
三
十
六
戸
)
が
ほ
ぼ
完
成
と
な

り
ま
し
た
。
タ
イ
プ
は

3
D
K
で、

室
内
問
積
は
六
十
三
・六
六
平
方
灯。

入
儒
は
十
月
一
日
か
ら
の
予
定
で
す
。

こ
れ
で
千
曲
町
団
地
の
建
設
も
終
了

と
な
り
、
合
計
十
二
棟

・
百
八
十
戸

と
な
リ
ま
し
た
。

毎
分
三
百
八
十
九
ド
の
お
湯
が
湧

き
出
し
て
い
ま
す
。
泉
質
は

「単

純
硫
黄
温
泉
」
で
、
慢
性
皮
柑
病
、

悦
性
婦
人
病
、
糖
尿
病
、
切
り
似

な
ど
に
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

今
後
は
、
早
急
に
試
験
ハ
ウ
ス

を
建
設
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
や
‘
キ

ュ
ウ
リ
な
ど
の
試
験
栽
府
を
始
め
、

ま
た
、
さ
ら
に
地
熱
水
利
問
闘
世
話

ハ
ウ
ス
の
建
設
を
進
め
る
子
定
で

す
。

-
問
い
合
わ
せ

農
村
修
一
備
課
(内

総

1
4
8
3
)

広報うえだ4.9.16 [51 



.間三・・=II~品防定説J=n

まもる心が築くよい社会
県弁護士会上田地区会と上田裁判所調停委員協

会では、 10月 1 日(村から始まる r~去のE3 J 遇間の

行事として無料法律相談所を開き

ます。お気軽にどうぞ。

1>とき 10月2日(鉛午前9時~

午後 3時 1>とニろ 上田商工会

議所5階ホール b相談事項 土

地、建物、借地、夫婦、親子など

法

圃
必
ず
受
け
今
、
せ

T
ね

圃
狂
犬
病
A
m
予
防
注
射

春
の
子
防
注
射

の
実
施
以
降
に
生

ま
れ
、
生
後
九
十
一
日
以
上
経
過
し

た
犬
が
対
象
で
す
。

マ
と
き
・
と
こ
ろ

十
月
四
日
制

午
前
九
時
か
ら
十
時

(
合
同
庁
舎
正

面
玄
閥
前
)
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら

十
一
時
(
塩
田
支
所
)

マ
料
金

四
千
九
百
九
十
問

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内
線

1
3
8
7
)

脳 ・・・圃・損脳 『晶、

{毎卒 a:の
の中 会出
結や 語不

堤富 霊持
手事 官~
足故 め Jさ
のな 4!Ii/;;. 
麻ど 珂号 骨

簿叶こ し‘ i¥
とよ 』 、，
とる 犬に糞任もって

も
に
言
葉
が
不
自
由
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

県
失
語
症
友
の
会
は
、
失
語
症
の

人
や
そ
の
家
族
が
、
互
い
に
励
ま
し

合
い
、
ま
た
、
一
般
の
人
に
失
語
症

を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
県
内
各

地
で
「
地
区
の
集
い
」
を
開
い
て
い

ま
す
。

マ
と
き

十
月
四
日
間
午
前
十
時

か
ら
正
午

マ
と
こ
ろ

市
福
祉
会

館

(
N
T
T
上
回
支
屈
斜
め
前
)
マ

内
容

体
験
発
表
、
座
談
会
、
意
見

発
表
な
ど

マ
参
加
費

無
料

マ

問
い
合
わ
せ

鹿
教
湯
病
院
言
語
療

法
科

・
県
失
語
症
友
の
会
事
務
局
柳

治
雄

(
宮
⑬

2
1
1
1
)

園
全
国
物
価
統
計
調
査

圃
ご
協
力
く
だ
今
、

ν
f

「物
価
セ
ン
サ
ス
」
と
も
い
わ
札

る
全
国
物
価
統
計
調
査
が
、
十

一
月

上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
全
国

一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
消
費
者
物
価
の
地

域
別
の
格
差
や
商
品
別、

商
白
の
形

態
別
の
小
売
価
格
な
ど
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

選
ば
れ
た
商
庖
、
事
業
所
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
近
く
、
県
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
調
査
察
を
持

っ
て
伺
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

企
画
課
(
内
線

1

2
2
5
)
 

園
第

4
中
学
校
め
ブ
レ

圃
ハ
ヴ
校
舎
を
公
売
に

マ
公
売
物
件

プ
レ
ハ
ブ
校
舎
二

陳

マ
現
場
説
明

九
月
二
十
九
日

附
午
後
二
時
、
同
校

マ
競
争
入
札

十
月
二
日
働
午
後
二
時
、
市
役
所

南
庁
舎
五
階
第

一
会
議
室

(時
間
厳

{寸
)

マ
入
札
参
加
者

本
人
(
印

鑑
を
お
忘
れ
な
く
)
。
代
理
人
の
場
合

は
、
必
ず
本
人
自
筆
の
委
任
状
と
代

理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

人
札
見
積
額
の
百
分
の

[6] 広報うえだ4.9.16 

2 マ で五
6 閉 す の
2 い 。入
) 合 札

わ 保
せ 証

金
管が
財入
課札
(前
内 に
線必
1 要

8人 (+2)I負傷者数 647人 (+26)I 
( )は対前年比

崎
留
V
周
囲
へ
の
配
慮

d
億
脳

忘
れ
な
い
で
/

収
穫
期
に
な
り
、
水
聞
や
果
樹

闘
で
は
害
鳥
威
嚇
用
の
爆
立
問
機
が

使
わ
札
て
い
ま
す
e

作
物
を
{
寸
る

た
め
に
効
果
の
あ
る
爆
音
機
も
、

早
す
ぎ
る
使
用
な
ど
使
い
方
に
よ

ワ
て
は
綴
音
公
害
の
も
と
に
な
り

ま
す
。

市
条
例
で
は
、
人
家
か
ら
百
メ

ー
ト
ル
以
内
の
場
所
や
夜
七
時
以

降
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
場

所
や
時
間
帯

で
は
使
用
し

な
い
で
く
だ

缶、ぃ
。

マ
生
活
環
境

課

(内
・線
1

3
8
9
)
 

交通事故発生状況i発生件数 497件 (-8)I死者数
(8月末)



官。月の相談

n -1:納付.;)1¥)r~ 、 口座振替1\)便利7す/

き 圃
『
消
費
生
活
大
学
』
係

国
受
講
生
募
集
し
ま
守

県
で
は
、
地
域
で
消
費
者
活
動
を

実
践
で
き
る
人
を
養
成
す
る
目
的
で
、

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象

二
十
歳
以
上
の
県
内
居

住
者

マ
学
習
期
間

十
二
月
か
ら

明
年
三
月

マ
会
場

上
回
会
同
庁

合
な
ど

マ
受
講
料

無
料
一
旅
枕

は
山
己
れ
州
)

マ
内
寄

別
去
の

と
お
り

マ
申
し
込

み

住

但

は

が

「
①
川
資
生
活
大
学
受
品
希
望

3期

納期限は9月30日です

今月の納税

国民健康保険税

②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
定
話
骨
号
、

消
費
者
団
体
に
所
属
の
場
合
は
そ
の

団
体
名
」
を
記
入
し
、
生
活
環
境
諜

(〒
揃
市
内
大
手
一

l
一一

l
一

六

・
内
線

1
3
9
0
)

へ

稼座の内容

消賞者問題
測貫主活と11境

消賞者行政
潟費者行政のa聖書

=者的11会事事

経済知!I
やさしい経済学

経済の飽向

生活淘m商畠サービスの安全性

商品の表示と親指

生活股Bt 筆活Ii肘と貯.

2ま律知際
鍵約と符獄販売

〈らしとin徳

消費者相絞
消賛智栂肢の実1置と羽応

消費嘗相餓実智

4奇別調座 施殴f!学司事体S高実習

相 談 名 日 B寺 相 談 な ど

10月9日α場
市|予約先は生活用法 律 相 談 13:30-15:30 

( サ約 制) 10月23日じぬ i支境課(内線1389)

トー
13:30-15:30 戸庁

人権・悩みごと相談
10月1B(~ 

答 生活環峻諜13 : 00 -16 : 00 
一 10J-l 8 B(~9 4 (南庁合3陪)

土 地建物相談 1 
13 : 00-16 : 00 。

農地問題相談
10 '-J 1町村

。t主3t委 H会

8 : 30-17 : 00 (本庁合21祈)
← 

10 FJ 12日(JJ)
4守 政 相 2炎 西武デノミート

10: 00-15 : 00 
一

心 配ごと相談
1Jt・i自火lIirl日

10:00-15:00 社会悩祉協議会

法 律 相 2去
10月17日(上) E ⑫ 2025 

10: 00-正午

}t二 律 相 談 10月21日(>1¥)

( 予約 iLil) 13: 30-15 : 00 上回商工会s議所

保険年金相談 |
毎週月~金Bil日 宮 ⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

市 民 棺 談 I úh~月~土眼目(午前)
生 活 環 境 ぷ

消費生活相談 9 : 00-16 : 00 市

児 童 相 E炎
4Ij:週月~金B~8

i主
児童保育成

9:00-16:00 宮 ⑫ 2000

毎週月~土昭日{午前) pir 健康相談 室
健 康 相 畠E宋ト・

9 : 00-16: 00 (南庁合2階)

ufj且月~土H曜日 東部{呆行剛

子育て 相談 8 : 30-19 : 30 保育センター

( 1:61，:臼は12: 30) 宮 ⑮ 3096

圃
平
成

5
年

版

県

民

.
手
帳
抗
予
約
受
付
中

身
近
な
情
報

・
役
立
つ
ハ
!
ト
ナ

ー
と
し
て
お
使
い

く
だ
さ
い
。
統
計

情
報
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

資
料
編
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
@

マ
装
帳

ビ
ニ
ー
ル
製
表
紙
(
日
・

8
m
×
7
・
8
m
・
二
百
八
十
ペ
ー
ジ
}

マ
頒

価

三

百

八

十

円

マ

申

し

込

み

九

月

三
ト
日
附
ま
で
に
企
同
課

統
計
係

(内
線

1
2
2
6
)
ま
で
ど

う
ぞ
。

上
回
卸
商
業
協

旬
月
4
日

間

に

同
組
合
は
、
制
丘

卸

団

地

ま

つ

り

三
十
悶
年
を
記
念

'ー

し
て
次
に
よ
り

卸
団
地
ま
つ
り
を
開
き
ま
す
。
お
お

ぜ
い
お
出
か
け
く
だ
さ
い

v

マ
と
き

ト
月
四
白
川
午
前
十
時

園
行
ゥ
マ
み
よ
う
よ

f

圃
『
親
子
森
称
教
室
』
ヘ

東信地区労働問題セミナー32gE忠良鶴話会525穏〈)

マ
と
き

九
月
二
十
七
日
制
午
前

九
時
三
十
分

i
午
後
三
時
(
雨
天
決

行
)

マ

と

こ

ろ

市

民
の
森
公
園

マ
内
容

オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
ク

市
木
染
体
験
、
木
工
教
主

マ
募
集

定
員

二
百
人

(組
下
同
伴
)

マ

参
加
料

一
組
チ
千
円

マ
由
申
し
込

み

九

月

二
十
一

日
川
ま
で
に
上
小

地
万
供
務
所
林
務
課

(
岱
⑫

1
2
6

0
内
線

4
0
3
)
へ

1
午
後
三
時

マ
と
こ
ろ

ι凶
卸

団
地
内
特
設
会
均

マ
内
容

①
大

即
光
会
(
小
売
商
組
合
に
よ
る
販
売

マ
7
ロ
解
体
の
実
減
と
即
売
、
古
果
・

食
肉
の
販
売
な
ど
)
②
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
(
零
下
初
度
体
験
、
チ

ピ
γ
下

大
集
合
な
ど
)

A 

天ぷら油"処理。

でも、正しくね/
天ぷら油の廃油を処理する方法として、

いろいろな製品が市販されていますが、

油の温度によ って凝固する製品在使うと

きには、特に注意してその場を離れない

ようにしてください。凝国剤を入れてか

ら、;令えた天ぷら油を再び加熱している

ときに、その場そ離れて火災になったケ

ースがあります ・消防本部

{ア} 広報うえだ4.9. 16 



-大腸検診

申込者ーには、{制控訴li導員さんが仮谷絡を屈けますので、

J~j Bまでに提出してください。

なお、老人保健法により、 70歳以上の人、 65t.li:以上の医

療受給者証をお持ちのかたは無料となります。また、生前

保護世*、市民税非諜税世慌の人も無料となります。無料

券がありますので、事前に保健予防線までおこしくださし、。

1>問い合わせ 保健予防線(内線1379)

大腸検診日程表

1也 区 実結年月日

中塩田・西塩田..5}IJ所 10月4日(臼)

東坂田・川西 10月188(日)

神科 11月 1日(日)

神)11.霊殿 11月23日(月)

川辺・泉国 12月6日(日)

城 下 平成 5年 1月10日(日)

西 部 l月24日(日)

北部 ・塩尻 2月7日(日)

東部・南笥3・中失 2月21臼(日)保健 診 tt

-長嶋言善ちゃん(右)

(3カ、月 ・中村)

rうつぶせで体を上!とそら

すように。よく笑う予ですJ

と由の恵美予さん。

・嶋屋主義、ちゃん(左)

(2か月・踏入)

「目も見えてきて、 IV~や

ママモ見て笑うようlご怒り

まし芝」と田の泰子さん。

-在宅寝たきり老人結核レントゲン検診

結核レントゲン検診を受ける機会の少ない、在宅の寝た

きりのかたと介.1践者のかたはどうぞお受けください。

1>期間 10月 ・11月の 2か月間 1>検査内容 エりクス

線l貿僚船;jt~ と たん検1f. 1>対象 65歳以上のど1:宅泌たき

リ老人とその介護脅 1>検査方法 希望者名を訪問し、ポ

ータプル船影機で検査 1>費用 無料 1>申し込み 9 )-J 

30日(村までに保健予防課(内線1377)へ屯話でどうぞ。

保健予防課(内線 1374)

.10月の乳鈎児健康診査

ささえる
家族の会

1>とき 9月28bl(月)午後 11待-311寺 1>と二ろ 保健セ

ンター(市役所南庁舎2階) 1>内容 「ねたき り主人の

介護iについて」と題して、武石村診療所医師 ・'T.:品開さん

の総減、懐しいおやつの試食など 1>その他 当日、介必

を代わってくださる人がいない場合は、婦人ボランティア

が伺いますので、 9月22日(刈までに保館予防課(内総1377)
へご連絡ください。

-寝たきり・痴呆性老人を

の
全
国
交
通
安
全
運
動

9
月
幻
自
問
j
初
日
附

(8] 広報うえだ4.9.16 
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運
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年
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り
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特
に
事
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に
気
を
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け
て

マ
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通
対
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内
線
|
5
6
1
)

健康増進ワリエヴワ
.上回保健所(fi@)1760)

マ

室主夕
空宮月

5 524 
品分自
存手⑧
品後
上《
σ) ~~ 

時人

市保健センター(市役所南庁舎E階)

健 空"か~ 実施日 生年 月 日

カs 月
10月 6日 4. 5. 16-5. 31 

4 
10月22日 4. 6. 1-6. 15 

10 か 月
10月13日 3. 11. 16-11. 30 
10月27日 3. 12. 1-12. 15 

1歳 6か月
10月7日 3. 3. 16-3. 31 

10月21日 3. 4. 1-4. 15 

3 詰免
10月5日 7C. 9. 1-9. 15 
10月16日 7じ. 9. 16-9. 30 

1>受付時間 いずれも午後 11時-211寺 1>持ち物 母子

健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、前ブラシ(1段6

か月児). 1歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中にある健康診

査察に記入してお持ちくださ L、。 3政児の健康診主主謀は、

様式が変わリました。また、視聴~1't検ftのアンケートむ Jlll

わりましたので用紙をお送リします。ご記入のうえ健康診

査にお出かけください。

4
m
一3

塩田母子健康センター(纏団地区)

か月 I. _ _ _ I4. 5.16-6.15 
I 10月1日:

か月 I~- " ~ - I 3. 11. 16-12. 15 

歳 I10月29日 | 元. 8. 1-9. 30 
川西社会福祉センター(川西地区)

4 か月 I I4. 5.16-6.15 
10 か月 I10月14臼 | 3.11. 16-12. 15 
1歳6か月 I I 3. 3. 16-4. 15 
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